
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル 農業所得増大・地域活性化応援プログラムに基づく担い手支援

ＪＡ名 ＪＡバンク群馬 （群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡグループでは、平成 26 年度からの５年間を自己改革の集中期間と位置づ

け、「農林水産業・地域社会の活力創造プラン」に連動する形で、事業規模２兆円、

真水 1,000億円規模の事業を構築しました。 

本プログラムを通じて、担い手の生産拡大・生産コスト削減に直接寄与する施

策や、地域活性化に資する施策を展開していきます。 

２ 概要 （１） 担い手の規模拡大等効率化を支援するための施策として、「農機具等リー

ス応援事業（通称：アグリシードリース）」を実施しました。

（２） 新規就農者の支援を目的に、新規就農者の研修受け入れ先を支援する「新

規就農研修支援事業」、独立新規就農者を直接支援する「新規就農営農支

援事業」を実施しました。

３ 成果 

（効果） 

（１） アグリシードリースについては、米・野菜・畜産酪農の３品目で実施し、

合計 181件・420百万円の申請がありました。

（２） 新規就農者支援の２事業については、19件・5,590 千円の申請がありまし

た。

４ 今後の

予定（課題） 

28年度からは、農業者等の借入負担の軽減を目的とした「ぐんま農業担い手サ

ポート融資事業」や新規就農者向けの金利負担を軽減する「新規就農応援資金パ

ワーアップ事業」など、群馬県独自の事業を展開していきます。
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